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1.  はじめに 

 高齢者施設での甚大な被害が報告された平成 28 年 8

月東北・北海道豪雨災害の後，災害時要援護者の避難行

動を支援することを踏まえて避難に関わる用語の名称変

更とそのガイドラインの改定が成された 1, 2)．その中で

は，情報を受け取る側に立って提供するとして，対象地

域，とるべき行動をわかりやすい言葉でくり返し伝える

と述べられている．その一方で住民の側からは，以前よ

り情報の分かり難さが指摘されている 3)． 

 情報提供を受ける側の観点から，提供内容の「やさし

い日本語」化は広く認知されてきている．庵らの研究グ

ループ 4-6)は，多様な非日本語母語話者と日本語母語話

者が共生する社会での情報伝達や相互理解においては

「やさしい日本語」が最適な言語であると指摘している．

このような立場で，弘前大学人文学部社会言語学研究室

（佐藤ら）7)では災害時に発せられる情報の「やさしい

日本語」化を実践している． 

 本研究の主たる目的は，外国人を対象とした防災情報

の「やさしい日本語」化 7)を踏まえながら，小学校児童

も含めた日本語母語話者にとってもわかりやすい災害時

の情報提供の在り方を明らかにすることである．そこで

本報告では，小学校で実施した教職員と児童にとってわ

かりやすい災害時の用語についてアンケート調査した前

報 8)にその後の検討結果を加え，その情報提供の在り方

について考察する． 

2.  アンケート調査 8) 

 2011 年東北地方太平洋沖地震津波を受けて防災対策

の充実が求められるなか，北海道 9)は日本海沿岸域の津

波浸水想定を公表した．本報告では，この公表地域の中

から札幌市を除いた石狩振興局以北の 15 市町村の小学

校全 52 校に対して，教職員の立場での教職員と児童に

とってわかりやすい災害時の用語についてのアンケート

調査を実施した．表-1 に，アンケート項目（要約）を

まとめる．本調査では調査票を郵送にて配布し，回答後

の返送を依頼した．その結果，29 校から回答が寄せら

れた．回答率は 55.8%である．なお，回答は一人の教諭

が担当しているため，アンケート項目によっては回答者

個人の見解が述べられている場合もある． 

 

3.  結果と考察 

前報 8)でも述べられているが，避難に関する用語の違い

（項目①）がわからないとした回答はなく，よくわかる，

理解が十分ではないがそれぞれ 14 名，無回答 1 名であ

った（図-1）．また，全体の 73%にあたる 21 名が避難

勧告等の発令がその後の行動に役立つと回答した（項目

②）．しかし一方で，用語の違いを児童に教えている学

校は全体の 17%であった（項目③）．さらに，約 8 割

の回答者が，児童が用語の意味を理解し，その後の行動

を自らとることは難しいと感じている（項目④）．小学

校児童にも伝わる情報提供が非日本語話者にとって

① 「避難準備情報」，「避難勧告」と「避難指示」の違い 
1. よくわかる   2. 十分ではない   3. わからない 

② 「避難準備情報」，「避難勧告」と「避難指示」といったそれぞれの言葉が，その後の決断，行動を支援 
1. 支援する   2. どちらかといえば支援する   3. どちらともいえない 
4. とちからといえば混乱させる   5. 混乱させる   6. わからない   7. その他 

③ 学校教育の中で，「避難準備情報」，「避難勧告」と「避難指示」の違いを児童に教えている 
1. 教えている   2. 教えていない   3. これから教える   4. わからない 

④ 用語の違いや，その後にとることが望ましい行動を児童自らが判断 
1. 易しいと感じる   2. どちらかといえば易しい   3. どちらともいえない 
4. どちらかといえば難しい   5. 難しいと感じる   6. わからない   7.その他 

⑤ 避難に関する情報が発令された場合，その直後に児童に伝えるその後の行動 
(1)「避難準備情報」が発令された直後 
  1. 避難準備   2. その場に待機   3. 避難（決められた所）   4. 状況に応じた対応 
  5. わからない   6. その他 
(2)「避難勧告」が発令された直後 
  1. 避難準備   2. その場に待機   3. 避難（決められた所）   4. 状況に応じた対応 
  5. わからない   6. その他 
(3)「避難指示」が発令された直後 
  1. 避難準備   2. その場に待機   3. 避難（決められた所）   4. 状況に応じた対応 
  5. わからない   6. その他 
(4)学校運営のなかで，上記の行動は事前に決められている 
  1. 決まっている   2. これから決める   3. 決まっていない 

⑥ 用語を児童自らが理解して活用することや，また安全な学校運営にそれらを用いることについて（自由回答） 

表-1 アンケート内容（要約） 
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必要となることを踏まえると，現行の避難に関する用語

の理解とその後の行動判断は難しいものと考えられる． 

 また，避難に関する情報が発令された際に，児童に伝

える行動について尋ねた項目⑤では，特に「避難勧告」

発令時に児童に伝える行動が多様化する傾向が見られる

（図-2）．さらに，避難勧告等発令時の行動が学校運営

の中で決められていたのは，全体の約 3割の学校にとど

まっている（図-3）．このことは，災害時に適切な行動

を児童に促すためにも検討すべき課題といえる． 

 

4.  おわりに 

 避難勧告等の用語の意味が十分に理解されると，適切

な行動がとれるものと考えられるが，そのための防災教

育の充実は不可欠である．その一方で，それらを理解す

ることが難しい非日本語母語話者や小学校児童には，避

難に関する情報のわかりやすさが求められている．この

ような情報弱者の存在を踏まえて，「やさしい日本語」

を用いた災害時にも誰もが理解できる情報提供が必要で

あると考えられる． 

 今後は小学校児童や留学生に対して，アンケート調査

の実施を考えている．従来の避難に関する用語と「やさ

しい日本語」を用いた言葉を比較して，適切な避難行動

や災害時の状況を理解しやすい表現について検討し，そ

の結果を防災教育に反映させる予定である． 
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